
キーワード：

Keywords:

NICT宇宙天気予報センターにおける宇宙天気予報担当の業務

The Operational Space Weather Forecast at NICT, Japan
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　情報通信研究機構宇宙天気予報センターでは、宇宙天気の最新24時間概況と今後の予報情報の公開および配

信を行っている。 

　宇宙天気情報の配信は、ISES Regiona Warning Center, Japan として50年以上継続して実施している365日

の運用業務であり、その業務を担うのが宇宙天気予報担当員である。 

　担当員は、毎日、国内外から提供される様々な観測データやシミュレーション結果を収集・分析し、今後

24時間の予報を決定するための資料を作成する。 

　その後、14:30頃に宇宙天気予報会議を開催し、各現象の専門研究者との議論に基づき予報を決定し、16時

までに予報を配信する。 

　月次の定例会を開催し、予報結果を考察し、予報精度向上のためにフードバックしている。 

　そして、顕著な宇宙天気現象が発生した場合は、即座に臨時情報を配信している。 

　本発表では、宇宙天気予報担当員の日々の業務内容や予報内容を決定するまでの手順について実際の事例と

ともに紹介する。 

　また、年間365日毎日休みなく運用するための工夫などについても紹介する。
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